
Ｈ３ロケット 10 号機による 

火星衛星探査機（MMX）の打上げについて 

［内閣府特命担当大臣（宇宙政策）談話］ 

 

本日、Ｈ３ロケット 10 号機により、火星衛星探査機（MMX）が打

ち上げられました。 

 

火星衛星探査機（MMX）は、はやぶさ２等で培った技術をいかし、

火星の衛星であるフォボスの観測や試料採取を行い、世界初となる

火星圏からのサンプルリターンを目指します。火星衛星の起源を明

らかにすることで科学的知見を深めるとともに、火星圏への往還・探

査技術を獲得することを通じて、我が国の宇宙産業の競争力の強化

につながることが期待されます。 

2031 年の地球帰還まで長期にわたる探査が続きますが、国民の皆

様とともに世界初のミッションの成功を期待したいと思います。 

 

Ｈ３ロケットは、我が国の宇宙活動の自立性確保と国際競争力強

化のために極めて重要な基幹ロケットです。今回、我が国が主導する

宇宙探査ミッションを担う探査機の打上げに成功したことは、Ｈ３

ロケットの打上げ実績を着実に積み重ね、その信頼性を高める上で

も重要な意義を有します。 

引き続き国内外の多様な打上げ需要に対応し、Ｈ３ロケットの活

用が更に促進されることで、我が国の宇宙産業の一層の発展につな

がることを期待しております。 

 

内閣府特命担当大臣（宇宙政策）として、我が国の宇宙開発利用を

精力的に進めてまいります。 
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